
※H26までは事業所は参加する時期（１週間）を任意に設定。H29からは、事業者毎の参加期間の設定を撤廃し、期間中はいつでも参加できることとした。 

 

 

平成30年度「県・市町村統一ノーマイカー運動」実施結果について（速報） 

 

                                 平成31年１月15日 

                         富山県公共交通利用促進協議会 

１ 趣旨 

北陸新幹線が開業し、地域公共交通の果たす役割がますます重要になっているなか、県民・企業・行政が一

体となり、本県の公共交通利用の促進・維持活性化を呼びかける「県・市町村統一ノーマイカー運動」（以下「ノ

ーマイカー運動」という。）を実施する。 

また、エコや健康づくりにもつながる公共交通の利用を県民に広く呼びかけることにより、身近な電車やバ

スなどに改めて目を向けていただき、マイカーに依存した生活を見直し、公共交通による通勤・通学に切り替

えるきっかけづくりや公共交通の利用促進を図ることを目的とする。 
 
２ 平成30年度ノーマイカー運動の実績 

（１）実施期間 平成30年９月20日(木)～10月14日(日) 

（２）今年度の新たな取組み 

○富山県公式スマートフォンアプリ「元気とやまかがやきウォーク」とのタイアップ 
・アプリ利用者がノーマイカー運動に参加し、所定の条件を満たした場合に、アプリ上のポイントを付
与。さらに抽選で、ノーマイカー運動協賛店で利用できるクーポン券を配布する。 
・アプリの景品に県内交通事業者の交通ＩＣカード、回数券を追加  

（３）参加事業所及び延利用者数（ワンコインエコパス利用枚数）の推移 
項 目 H26年度   H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 

実施期間 H27.2.1～3.13 H28.2.15～3.11 H28.9.20～10.14 H29.9.20～10.14 H30.9.20～10.14 

参加事業所数 ６６社 ５７社 ７２社 ８５社 １０３社 

延利用者数 ２，８７３人 ２，６６９人 ２，８９３人 ４，１９９人 ５，０３５人 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【交通事業者別の延利用者数】  

 

（３）参加者アンケート結果（H30年度回答者 ７０７人（H29: ５２０人）） 
 

① 今後のノーマイカー通勤の意思       ②運動に参加しての感想や気づいた点（主なもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山地鉄（鉄軌道） ㉙ 1,520人⇒ ㉚1,613人（＋6％） 富山ライトレール    ㉙ 314人 ⇒ ㉚ 437人（＋39％） 

富山地鉄（バス）   ㉙ 785人 ⇒ ㉚1,234人（＋57％） あいの風       ㉙ 991人 ⇒ ㉚ 1,178人（＋19％） 

加越能バス      ㉙ 348人 ⇒ ㉚ 235人（▲32％） コミュニティバス    ㉙ 121人 ⇒ ㉚ 130人（＋7％） 

万葉線          ㉙ 120人 ⇒ ㉚ 208人（＋73％）   

人       【延利用者数】  
H30年度の利用内訳（曜日） 

○週後半（水～金曜日）の利用が多い 
 
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 不明 計

236 670 1,080 994 1,254 284 208 309 5,035
                   

18.1％ 126名 
（Ｈ29：17.9％、90名） 
⇒この割合を増加させる 

参考資料２ 

バスの日 鉄道の日 

・ノーマイカー運動だけでなく、子どもの頃から公共交通に親
しむことが必要 

・最寄りバス停まで送迎や自家用車が多く、駐車（輪）場が整
備されていればもっと利用者が増えると思う。 

・アプリ導入で目標をもって歩こうという気持ちになった。積
極的なＰＲが必要。 

・車と違って乗車中にいろいろできた。朝から歩くと頭がスッ
キリした気がした。 

・ノーマイカーの普及で、駅周辺の賑わいにも繋がるのでは。 

・本来、通勤に自家用車は「やむなく使うもの」であるはず。
その点で粘り強い意識改革が必要でないか。 

・移動中に勉強や読書などの時間が取れ、充実した時間が過ご
せた。 


